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展開 ◎2つの目を合わせて 5や 10を作る
○5を作る方法を考える（5の合成）。














1と 1と 3 1と 2と 2 の 2通り
○10を作る方法を考える（10の合成）。
1と 3と 6 1と 4と 5
2と 2と 6 2と 3と 5
4と 3と 3 4と 4と 2 の 6通り
●2つの目を合わせる組み合わせの数を
分けたものになっている





























































































（2021年 2月 17日 受理）
資料 1 ドミノ・ゲームのイメージ
注：筆者作成。
〈まとめ〉
計算の順序を変えても、答えは同じ
→より計算しやすい工夫に活かせる
○ドミノ牌を使ってペアで問題を出し合う（詰めドミ
ノ）。
交換法則と結合法則を児童の考えからま
とめる
暗算で→制限時間内に、と段階を踏んで
工夫できるよう支援する。
終末 問題を解く。
（5つ以上の加法の計算の工夫）
プリント
休み時間
（教育課程外）
○ドミノを行う。 制限時間内に暗算で行う計算力の定着を
はかる。
ドミノ牌
― ７７ ―
